
レスキューの基本：
セルフレスキューファースト
＝⾃⼰の安全確保が最優先
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災害のリスクは平等に訪れる

なぜリスクは平等と⾔えるのか？

1. 災害の発⽣時期・規模の正確な予測はできない。

2. 被災する場所の特定はできない。

現在の震災対策は作成者が被災者になる計算がない。
⾸都直下型地震では関東⼤震災以降初めて政府が被災者になる。
であるとしたら、政府関係者も⾃らを救う技術と計画が必要不可⽋である。

現状は・・

１
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災害対策の原則

自助 共助 公助

２
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公助の役割を果たす為には、
公的機関の人間が生き残る事が絶対条件
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自助+共助

公助

72時間後或いは公的機関の
保護に入った後

自助を
支える

共助を
支える 復旧開始

復興段階

7-10日間

2013．12．2

３

72時間或いは公的機関の
保護に入るまで
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災害対策は危機管理の段階別に組み⽴てる

回避
ダメージ

コントロール
被害拡大阻止

専門的組織
投入

ダメージ
リカバリー

検証と改善

【危機管理の5段階】

問題発生
＊専門的組織とは被害に対して有効な専門的組織
災害の場合には復旧に必要なインフラやカウンセリング等の
専門的知見を有する組織。テロの場合には、事後捜査チームや
検証チームを指す。

減災事業 緊急対応 復旧 復興
検証と

報告書作成

【危機管理の段階別対策例】

◆防災計画作成
◆訓練・教育実施
◆災害備蓄品調達
etc

◆減災活動
◆救出救助
◆救護所開設
◆避難所開設
◆備蓄品配布
etc

◆国の救援受入
◆NPO・ボランティア受入
◆復旧に係る作業開始

（主要道路の復旧・インフラ復
旧作業等）
etc

◆復興に伴う復旧計画見直し
◆被災状況詳細把握による
復興計画
etc

危機管理の段階を意識した活動内容を明示する事で、“今、必要な対処＝優先順位”が明確になり、
現場で対処する職員の混乱を抑制できる。
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必要な情報は段階によって変化する

減災事業 緊急対応 復旧 復興
検証委員会設立と

報告書作成

【情報発信区別】

◆防災計画作成
◆訓練・教育実施
◆災害備蓄品調達
etc

◆減災活動
◆救出救助
◆救護所開設
◆避難所開設
◆備蓄品配布
etc

◆国の救援受入
◆NPO・ボランティア受入
◆復旧に係る作業開始

（主要道路の復旧・インフラ復
旧作業等）
etc

◆復興に伴う復旧計画見直し
◆被災状況詳細把握による
復興計画
etc
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公的機関に必要な情報＝活動に必要な情報

■救護所・避難所の場所
（水・食料・暖を取れる場所・
傷の手当。）

■安否情報
■避難所のサービス内容更新
■医療情報（カウンセリング含む）
■復旧計画発表と進捗情報

情報更新

■復興計画発表と進捗情報

市民に必要な情報＝生き残る為に必要な情報



市⺠に必要な⾃助能⼒

発災直後は公的機関も⾃⼰の安全確保を優先とする時間である。

• であるなら、減災⽅法を知る事は「被害の拡⼤阻⽌」に必須
• 災害の共通事項（＝サバイバルの３原則）を習得する事が⽣存の可能性

を⾼める。

危機管理の時間軸（＝公的機関の活動）を理解し、必要な原理原則を
⾝につける事で
⾃分⾃⾝で⽣存の確率を引き上げる＝⾃助能⼒が被害の拡⼤を阻⽌する。

6
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サバイバルの3原則
震災後72時間を⽣きる為の重要な要素

① 体⼒の保持
② 体温保持
③ ⽔の確保

7

体⼒の保持

⽔の確保
体温の

保持

サバイバル３原則

発災後の72時間は⾃⼒で⽣き残る災害 72時間
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⽣存の確率を⾼める3つのキーワードと道具選び 8

地理的
条件

地理的
条件

行動行動時間軸時間軸

道具道具
生存確率が
高まる対策

情報と分析

異なる3つの要素を分析すると必要な道具が見えてくる。
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南海トラフ地震東京湾北部地震

平成24 年10 月17 日
消防局情報技術課 記者発表資料４ページより転写

被害想定⽐較震度6
震度6弱
震度5強
震度5弱



首都直下地震被害想定 内閣府作成

倒壊家屋は都心より東側に集中し、焼失分布では環七周辺を軸に都心を囲む状況。

⾸都直下型地震 被害想定 10
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11被害想定⽐較から⾒える対策

１．南海トラフ地震では横浜市の被害は軽微と予測。
２．東京湾北部地震では⾸都被害との連動し、横浜市にも⼤きな被害が予測

される。

２つの地震被害から⾒えてくる「中間にある⼤規模都市としての役割」
横浜市内の救済に留まらず、
①⾸都若しくは南海からの被災者の受⼊れ
②帰宅困難者の⽀援
③避難所・救護所の早期開設と適切な運営
が望まれる。

また、震度分布が表す想定に応じて区毎の「現実的な備蓄品や体制」が
必要になる。
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12現代の災害対策

⾃⽴分散型対策
ネットワークが遮断され全体の指揮機能が低下。
被害の内容も区毎に異なる状況下で理想の対策

＝自立して対策を運用できる区づくり

災害対策はミニマムサイズから考える

区毎の自助機能を向上させて、大規模災害発生
の場合は独立した指揮・運用を行う。
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